
火気を使用する場合の注意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                           

 

 

消火器にはどのような火災に対応できるかを示

す「ＡＢＣ」マークやイラストが表示されていま

す。ガソリンなどの火災には、ガソリン、灯油な

どの油類の火災に対応していることを示す「Ｂマ

ーク」やイラストが表示されている消火器を使い

ましょう。 

なお、「Ａマーク」は木材、紙、繊維などの普通

火災、「Ｃマーク」は配電盤、コンセントなどの電気火災に対応していることを示しています。 

 

 

火気器具等使用時の注意事項 

適切な消火器を設置しましょう。 

プロパンガス 

・転倒防止のため、鎖等 

 で固定する。 

 

ガソリン携行缶 

・火気のない場所に置く。 

・直射日光を避ける。 

・蓋をあける前に圧力調整 

ネジを緩めて圧抜きをする。 

発 電 機 

・火気から離して設置し、 

燃料補給はエンジンを 

停止してから行う。 

消火器を設置する。 

コンロ 

側方

15cm 

後方

15cm 上方１ｍ 
前方

15cm 

・コンロの周囲１５㎝以内に可燃物を置かない。 

・コンロ上方は１ｍ以上離す。 

・台は不燃材を使用する。 


